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経
済
・

技
術
交
流

　
横
浜
経
済
の
発
展
の
歴
史
は
、
あ
る
意
味
で
、

わ
が
国
の
産
業
構
造
の
高
度
化
、
国
際
化
の
歴
史

の
投
影
で
あ
る
と
い
え
る
。
戦
前
の
軽
工
業
、
戦

後
の
重
化
学
工
業
の
発
展
、
そ
し
て
最
近
に
お
け

る
先
端
技
術
産
業
の
振
興
と
い
う
国
の
産
業
政
策

の
基
本
方
向
に
そ
っ
て
、
横
浜
は
常
に
重
要
拠
点

と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
国
際
貿
易
港
と
し
て
の

横
浜
港
が
そ
う
で
あ
り
、
京
浜
工
業
地
帯
を
擁
す

る
先
進
的
工
業
の
集
積
も
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
外
国
と
の
貿
易
が
横
浜
経
済
の

重
要
な
一
翼
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ

が
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
産
業
別
や
企

業
レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
、
難
し
い
問
題
が
横
た
わ

っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
横
浜
の
工
業
は
、
い
ち

早
く
重
化
学
工
業
構
造
へ
の
対
応
を
行
い
、
輸
出

産
業
の
色
彩
を
濃
く
し
て
き
て
い
る
の
に
対
し
、

横
浜
の
貿
易
商
社
機
能
は
、
工
業
の
高
度
化
の
波

に
乗
り
き
れ
ず
、
繊
維
・
雑
貨
貿
易
へ
の
依
存
か

ら
脱
皮
し
き
れ
ず
に
い
る
。
最
近
、
と
み
に
い
わ

れ
る
横
浜
港
の
物
流
港
化
と
か
横
浜
の
商
流
機
能

の
低
下
と
い
っ
た
問
題
の
大
き
な
要
因
の
一
つ

は
、
こ
の
地
場
の
貿
易
商
社
の
弱
体
化
に
あ
る
と

い
え
よ
う
。

　
地
場
商
社
の
振
興
を
図
る
に
あ
た
っ
て
、
①
貿

易
市
場
の
偏
在
性
、
②
輸
出
商
品
構
造
の
後
進
性
、

③
輸
入
基
盤
の
弱
さ
、
と
い
う
構
造
的
弱
点
を
克

服
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
、
横
浜
市
は
こ
れ
ま

で
幅
広
い
対
策
を
行
っ
て
き
た
。
具
体
的
な
対
策

と
し
て
は
、
貿
易
商
社
と
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を

強
め
る
こ
と
に
よ
り
工
業
製
品
輸
出
へ
の
転
換
を

促
進
す
る
「
開
発
技
術
型
輸
出
促
進
事
業
」
、
発
展

途
上
国
へ
の
工
業
化
協
力
、
あ
る
い
は
、
輸
出
市

場
の
拡
大
策
と
し
て
の
海
外
見
本
市
な
ど
の
開
催
、

技
術
研
修
生
の
受
入
れ
な
ど
を
実
施
し
て
き
て
い

「横浜工業展覧会」は中国で開催された自治体主催初の工業展覧会である

れ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
ま
た
、
相
互
の
緊
密
な

連
携
を
も
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

■
上
海
で
横
浜
工
業
展
覧
会

　
今
後
も
、
横
浜
の
貿
易
を
推
進
し
て
い
く
の
は

輸
出
指
向
の
工
業
と
地
場
貿
易
商
社
の
両
輪
で
あ

る
。
貿
易
摩
擦
、
中
進
国
の
追
い
あ
げ
な
ど
海
外

情
勢
の
変
化
の
な
か
で
、
多
角
的
か
つ
積
極
的
な

対
応
が
、
横
浜
の
企
業
・
業
界
・
行
政
と
そ
れ
ぞ

昭
和
五
四
年
に
上
海
て
開
催
さ
れ
た
「
横
浜
工
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業
展
覧
会
」
は
、
横
浜
の
国
際
交
流
の
歴
史
に
お

い
て
画
期
的
な
意
味
を
持
つ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

ま
た
中
国
で
開
催
さ
れ
た
地
方
自
治
体
主
催
の
初

め
て
の
工
業
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
横
浜
の
地
場
貿

易
産
業
の
振
興
に
資
す
る
と
と
も
に
、
経
済
交
流

に
よ
っ
て
中
国
の
工
業
の
近
代
化
に
協
力
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
今
後
の
都
市
交
流
の
方
向
を
示
し

た
も
の
と
い
え
よ
う
。

開催中の入場者は10万人を超えたー「横浜工業展覧会」

出
品
は
中
国
が
誇
る
毛
糸
刺
し
ゅ
う
、
彫
刻
な
ど

の
工
芸
品
を
中
心
に
五
〇
三
七
点
に
の
ぼ
る
大
規

模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
あ
わ
せ
て
、
上
海
博

物
館
珍
蔵
文
物
展
や
地
元
商
社
の
協
力
に
よ
る
記

念
即
売
会
も
行
わ
れ
、
と
も
に
好
評
で
あ
っ
た
。

「
上
海
工
芸
品
展
覧
会
」
は
総
計
二
五
万
人
の
入
場

者
を
数
え
る
な
ど
大
成
功
に
終
っ
た
。

■
ア
ジ
ア
と
の
経
済
交
流
会
議

　
実
施
機
関
は
、
横
浜
市
を
中
心
に
神
奈
川
県
、

横
浜
商
工
会
議
所
な
ど
関
係
一
八
団
体
て
構
成
。

上
海
展
覧
館
東
一
館
、
東
二
館
四
六
〇
〇
㎡
を
使

用
し
、
日
本
側
参
加
企
業
は
六
二
社
で
あ
り
、
開

催
中
の
入
場
者
は
一
〇
万
人
を
超
え
た
。
出
品
さ

れ
た
工
業
製
品
は
、
横
浜
の
工
業
を
代
表
す
る
電

子
機
器
、
輸
送
機
器
、
工
作
機
械
を
中
心
に
多
方

面
に
わ
た
る
現
代
工
業
技
術
の
粋
を
集
め
た
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
具
体
的
な
商
談
が
上
海
側
と

行
わ
れ
、
総
計
二
四
一
点
、
四
億
円
に
の
ぼ
る
成

約
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
地
場
中
小
企
業
の
成
約

は
五
四
％
を
占
め
た
が
、
こ
れ
は
専
門
分
野
て
の

優
秀
な
技
術
が
評
価
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
商
談

と
並
行
し
て
行
わ
れ
た
技
術
交
流
座
談
会
、
都
市

セ
ミ
ナ
ー
は
極
め
て
好
評
て
、
直
接
、
ユ
ー
ザ
ー
、

技
術
者
、
都
市
計
画
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
い

な
が
ら
相
互
理
解
を
深
め
、
商
談
成
立
に
側
面
か

ら
協
力
し
、
好
結
果
を
生
ん
だ
。

　
五
五
年
九
月
、
上
海
で
の
「
横
浜
工
業
展
覧
会
」

に
こ
た
え
る
も
の
と
し
て
、
「
上
海
工
芸
品
展
覧

会
」
が
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
。
上
海
市
主
催
の
展

覧
会
は
海
外
で
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
横
浜
市

は
県
、
商
工
会
議
所
、
地
元
業
界
な
ど
関
係
八
団

体
で
万
全
の
受
入
態
勢
を
し
い
た
。
会
場
は
産
業

貿
易
セ
ン
タ
ー
一
、
二
階
展
示
場
三
二
二
七
㎡
、

　
一
方
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
、
五
四
年
と
五
六
年
の
二
回
に
わ
た
っ
て
「
ア

ジ
ア
地
域
経
済
交
流
横
浜
会
議
」
（
略
称
Ｙ
Ｃ
Ｅ
Ｄ

Ａ
）
が
開
催
さ
れ
た
。
第
二
回
会
議
に
は
香
港
、

イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ

の
八
か
国
地
域
か
ら
一
五
人
の
代
表
が
参
集
し

た
。
各
国
と
の
経
済
交
流
、
技
術
協
力
を
通
じ
た

相
互
共
存
の
方
策
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、
今
後
こ
れ
ら
の
国
と
の
経
済
交
流
の
拡

大
、
貿
易
促
進
に
つ
い
て
の
展
望
を
切
り
開
い
た
。

ま
た
、
第
二
回
会
議
で
は
、
ア
ジ
ア
各
国
の
商
工

会
議
所
代
表
に
加
え
て
、
第
一
線
で
活
躍
し
て
い

る
企
業
家
代
表
も
加
わ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
会
議

が
幅
広
く
多
様
性
の
あ
る
も
の
と
な
り
、
前
回
に

147



●横浜はいま

東南アジア諸国との経済交流会議も56、57年に開催された

場
が
設
け
ら
れ
、
ア
ジ
ア
地
域
と
横
浜
と
の
交
流

を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
が
一
般
市
民
に
理
解
さ

れ
る
の
に
役
立
っ
た
。

■
技
術
交
流
・
技
術
協
力
を
促
進

　
横
浜
市
が
推
進
し
て
い
る
経
済
交
流
・
技
術
交

流
は
、
多
方
面
に
わ
た
る
実
績
が
重
ね
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
な
か
で
も
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
で
横
浜
ら

し
い
交
流
と
し
て
は
、
実
務
的
な
技
術
交
流
団
の

派
遣
と
発
展
途
上
国
か
ら
の
技
術
研
修
生
の
受
入

れ
事
業
が
あ
る
。

　
各
種
技
術
交
流
団
の
派
遣
は
、
主
に
（
財
）
横

浜
工
業
館
が
実
施
に
当
っ
て
い
る
。
横
浜
の
中

堅
・
中
小
企
業
の
な
か
に
は
高
い
技
術
水
準
を
も

っ
た
個
性
的
な
企
業
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
横
浜

の
産
業
上
の
特
質
を
生
か
し
、
実
務
レ
ベ
ル
の
技

術
専
門
家
を
中
国
を
中
心
に
数
多
く
派
遣
し
、
技

術
交
流
の
実
を
あ
げ
、
派
遣
先
か
ら
大
い
に
感
謝

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
じ
て
具
体

的
な
商
談
、
取
引
に
つ
な
が
る
例
が
少
な
く
な
い
。

　
ま
た
、
発
展
途
上
国
か
ら
そ
の
国
の
将
来
を
担

う
有
為
な
人
材
を
受
入
れ
、
専
門
的
な
技
術
研
修

を
行
い
、
途
上
国
の
経
済
発
展
を
援
助
し
相
互
の

友
好
関
係
を
増
進
さ
せ
る
事
業
も
実
施
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
東
南
ア
ジ
ア
、
中
国
、
中
近
東

か
ら
三
一
名
の
研
修
生
を
受
入
れ
、
工
業
技
術
、

都
市
計
画
、
土
木
技
術
、
造
園
な
ど
の
分
野
で
研

修
を
行
い
、
発
展
途
上
国
の
人
材
養
成
に
協
力
し

て
い
る
。

発展途上国からの技術研修生の受入れも、ユニークな交流の一つ

比
べ
よ
り
具
体
的
で
突
っ
込
ん
だ
討
議
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
会
議
と
並
行
し
て
具
体
的
な
商
談
会
が

初
め
て
開
催
さ
れ
、
横
浜
側
か
ら
六
六
社
の
参
加

が
あ
り
、
各
種
商
談
が
進
め
ら
れ
た
ほ
か
、
ア
ジ

ア
側
か
ら
も
企
業
進
出
や
技
術
提
携
の
打
診
が
行

わ
れ
、
予
想
以
上
の
成
果
を
お
さ
め
た
。
さ
ら
に
、

会
議
開
催
中
に
市
民
交
歓
会
が
行
わ
れ
、
ア
ジ
ア

代
表
と
一
般
市
民
と
の
間
で
意
見
交
換
や
交
流
の
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